北海道東部，藻琴湖におけるラミナと降水の関係

The relationship between the lamina and precipitation in the Lake Mokoto, Hokkaido, Japan
北海太郎（〒690-8504 島根県松江市西川津町1060 島根大学エスチュアリー研究センター）・

番外地花子（島根大・生資）・極寒次郎（島根大・総理）・汽水三郎（島根大・EsReC）
Taro HOKKAI (EsReC, Shimane Univ.), Hanako BANGAICHI (Life, Shimane Univ.) , Jiro GOKKAN (Sci., Shimane Univ.) and Saburo KISUI (EsReC, Shimane Univ.)
kisui@soc.shimane-u.ac.jp
　網走川水系の下流部には，強固な塩分躍層が形成された汽水湖である網走湖が位置する．このような汽水湖（海跡湖）は，その集水域が人間の生活圏となっており，農林畜産業などの産業活動，人間生活の影響を強く受けている．

　本発表では，網走湖の水質環境の特徴と塩分躍層制御問題についての議論の経過を紹介する．
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図1. 汽水域環境研究プロジェクトの参加者
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